
主催 / 北海道 公益社団法人 北海道観光振興機構
・本事業は公益社団法人 北海道観光振興機構が実施する「令和5年度 アドベンチャートラベル推進事業
北海道ATサステナブル研修事業」の一環として実施します。

● 座学 9:00-17:00
1回目 2023年10月16日（月） ※オンライン
2回目 2023年11月13日（月）
● フィールドワーク 9:00-17:00
1回目 2023年10月17日（火）・10月18日（水）の2日間
2回目 2023年10月19日（木）・10月20日（金）の2日間
3回目 2023年11月14日（火）・11月15日（水）の2日間
※座学1日とフィールドワーク2日間、計3日間の受講を必須とします。

● 座学
1回目 オンライン
2回目 北海道立道民活動センター かでる2.7

（札幌市中央区北2条西7丁目）
● フィールドワーク
1回目 釧路市観光国際交流センター（釧路市幸町3-3）
2回目 豊平館及び中島公園（札幌市中央区中島公園1-20）
3回目 中島体育センター及び中島公園（札幌市中央区中島公園1-5）

北海道アウトドアガイド資格保持者、アクティビティガイド、アクティビティ事業者、スルーガ
イド、通訳案内士、添乗員、旅行業者、市町村地域、DMOなど
道内でAT関連業務に従事する者観光協会等

各回25名

交通費や宿泊費などプログラム参加費用以外は
自己負担となります。

北 海 道 ア ド ベ ン チ ャ ー ト ラ ベ ル
サ ス テ ナ ブ ル 研 修 の ご 案 内

● 座学
講師：NPO法人大雪山自然学校代表理事 荒井 一洋 氏
研修：日本版「持続可能な観光ガイドライン」（JSTS-D)をメイン教材として

制作された抜粋テキスト（ガイドブック）による研修

● フィールドワーク
講師：Leave No Trace Japan 代表理事 岡村 泰斗 氏
研修：Leave No Traceの国際基準に基づき、環境に配慮した野外指導者向け

プログラム

●申込方法 こちらの二次元バーコードまたは下のリンク先の応募フォームから
お申し込み下さい。 https://onl.la/QTr55FE

開 催 日 時

開 催 場 所

プログラム内容

受講対象者

そ の 他

アドベンチャートラベルを北海道で受け入れていくにあたり、アドベンチャートラベル・ガイドスタン
ダード（ATGS）において定められている5つの中核能力の一つである「サステイナビリティ」につい
て理解を深めるため、国際基準を満たす研修を以下のとおり実施します。
多くの方々にご参加、ご活用いただきますようお願いいたします。

持ち物と服装
・筆記用具・動きやすい服装
（長袖、長ズボン、運動靴）
・水ボトルほか飲み物
・筆記用具や飲み物を入れる
リュック（鞄）・帽子
・（雨天の場合）雨具上下
・防寒具

定 員

申し込み先リンク
Ｑ Ｒ コ ー ド

アドベンチャートラベルにご興味のあるガイド・観光事業関係者の皆様へ

参加費
無料



【本件に関するお問い合わせ先】

株式会社JTBグローバルマーケティング＆トラベル 訪日ソリューション営業部 担当：相馬・石山

住 所： 東京都品川区東品川2-3-14 東京フロントテラス5階
TEL：03-5796-5668 FAX：03-5796-5568
メール：solution@gmt.jtb.jp

講師プロフィール

荒井 一洋 氏
●プロフィール

北海道アウトドアガイド「マスターガイド」
（自然ガイド）、Travelife公認検査員、
Green Destinations公認コーチ

2000年に北海道東川町に大雪山自然学校を設
立。エコツアーや森の幼稚園を運営するとともに、
大雪山国立公園・旭岳にて自然保護業務を受託し
「利用者による環境保全の仕組みづくり」に取り
組む。また、Asian Ecotourism Network理事と
して、GSTC(サステイナブルツーリズム推進協
議会)公認トレーナーとなり、持続可能な観光の
日本での普及に努めている。北海道アドベン
チャートラベル協議会会長として、アウトドア観
光による地域づくりにも取り組む。

アドベンチャートラベル（AT）とは

アクティビ

ティ

異文化体験自然

「アクティビティ」「自然とのふれあい」「異文化体験」の3要素のうち、2つ
以上で構成される体験型旅行のこと。
旅行者がアクティビティを通じて地域独自の自然や地域のありのままの文化を
地域の方々とともに体験することにより、旅行者自身の自己変革・成長の実現
を目的とする旅のスタイルです。

アドベンチャートラベルに関する世界的な商談会「アドベンチャートラベル・
ワールドサミット(ATWS)」が昨年のバーチャル開催に続いて来年の9月に北海
道を舞台にしたリアル開催が決定しています。海外から多くの旅行会社やメ
ディアが来道し、新しい旅のスタイルを世界中に販売および発信します。

日本版「持続可能な観光ガイドライン」（JSTS-D）
グローバル・サステナブル・ツーリズム協議会 （ＧＳＴＣ : Global Sustainable Tourism Council）が開発し
た国際基準である観光指標をベースとしている。持続可能な観光の推進に資するべく、各地方自治体や観光地域
づくり法人（ＤＭＯ）等が多面的な現状把握の結果に基づき、持続可能な観光地マネジメントを行うための観光
指標です。

Leave No Trace 
1970年代にアメリカで生まれた、環境配慮のテクニックが詰まった環境倫理プログラムのこと。ダメージを残
さずに自然を楽しむための7つの原則を基にしており、自然と接する際のテクニックを誰にでもわかりやすく実
践できると、今では、90を超える国で広がりを見せる、アウトドアを楽しむための国際的な考え方です。

日本版「持続可能な観光ガイドライン」・Leave No Trace とは

■ 参加時のマスク着用については、参加者様個人の判断に委ねることを基本とします。
■ 発熱やのどの痛みなどの気になる症状がある方は参加をお断りさせていただく場合がございます。予めご了承くださいませ。

岡村 泰斗 氏

●プロフィール
Leave No Trace Japan 代表理事
株式会社backcountry classroom

CEO

現在日本全国で、野外指導に関する各種国際基準
のもと、野外企業研修、野外指導者養成などの人
材育成を行う。2000年に国内で初めて野外教育
に関する博士号を取得し、2010年まで大学で野
外教育の指導を行う。その後、現在の会社を起業
し、2013年にWilderness Education
Association、2015年にWilderness Medicine 
Training Center、2021年にLeave No Traceの
国際ブランチを設立するなど、野外指導のグロー
バリズムとプロフェッショナリズムの推進に取り
組む。


